
1996年出土の木簡
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京
都
・
長
岡
京
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一　

京
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
門
戸
、
二
　
向
日
市
鶏
冠

井
町
南
金
村

一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）
七
月
―

一
一
月
、
二
　

一
九

九
六
年
四
月
１
七
月

動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一　

中
島
信
親
、
二
　
山
中
　
圭早
・
國
下
多
美
樹

。
中
島

信
親

都
城
跡

長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一
九
九
六
年
度
に
、
長
岡
宮

跡
及
び
長
岡
京
跡
で
新
た
に
木

簡
の
出
土
し
た
調
査
は
四
件
あ

る
。
宮
二
件

（長
岡
宮
第
三
二

九
次

・
三
四

一
次
調
査
―
い
ず
れ

も
春
宮
坊
跡
―
）
と
左
京
二
件

で
あ
る
。
宮
二
件
の
調
査
は
、

現
在
遺
物
の
整
理
中
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
左
京
二
件
に
つ
い
て
報
告
を

行
な
う
。

一　
左
京
二
条
二
坊
五

・
六
町

（左
京
第
三
八
一
次
調
査
）

調
査
地
は
桂
川
の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
現
地
表
面
の
標
高
は
約

一
四

・
五
ｍ

を
測
る
。
長
岡
京
の
条
坊
復
原
で
は
左
京
二
条
二
坊
五

・
六
町
に
あ
た
り
、
東

院
跡

（左
京
二
条
二
坊
十
町
）
の
南
西
、
太
政
官
厨
家
跡

（左
京
三
条
二
坊
八
町
）

の
北
に
位
置
す
る
。
調
査
地
の
東
約
八
〇
ｍ
で
行
な
わ
れ
た
左
京
第
三
〇
〇
次

調
査
で
は
、
二
条
条
間
南
小
路
と
東
二
坊
坊
間
小
路
の
交
差
点
相
当
地
か
ら
、

各
条
坊
側
溝
と
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
東
二
坊
坊
間
小
路
路
面
か
ら
、
い
ず
れ
も

東
側
柱
筋
を
揃
え
る
礎
石
建
物

一
棟
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
を
検
出
し
た
。
こ
の

結
果
、
左
京
二
条
二
坊
五

・
六
町
は
、
十

一
・
十
二
町
と
共
に
、
長
岡
京
後
半

期
に
は
最
低
四
町
を

一
括
し
た
土
地
利
用
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

本
調
査
地
の
検
出
遺
構
も
、
切
り
合
い
関
係
か
ら
前

・
後
期
の
二
時
期
に
分

け
ら
れ
る
。
前
期
の
遺
構
に
は
、
二
条
条
間
南
小
路
と
南
北
両
側
溝
、
築
地
雨

落
溝
な
ど
が
あ
り
、
五
町
と
六
町
と
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
後
期
に
な
る
と
条
坊
側
溝
は
埋
め
た
て
て
整
地
さ
れ
、
掘
立

柱
建
物
Ｓ
Ｂ
三
人

一
〇
五
、
そ
の
周
囲
を
め
ぐ
る
溝
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
。
建

物
Ｓ
Ｂ
三
人

一
〇
五
は
身
舎
五
間
×
二
間
、
南

・
北
に
廂
を
持
つ
東
西
棟
で
、

身
舎
の
柱
間
は
三

・
Ｏ
ｍ

（
一
〇
尺
）
等
間
、
廂
の
出
は
二

・
七
ｍ

（九
尺
）
で

あ
る
。

(京都西南部)



主
な
出
土
遺
物
に
は
、
平
城
宮
式
軒
平
瓦
、
寺
院
系
長
岡
宮
式
軒
瓦
、
導
、

土
師
器
、
須
恵
器
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は

一
点
で
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
三
人

一

〇
五
の
南
廂
の
西
か
ら
二
間
目
の
柱

（Ｐ
四
）
の
柱
抜
き
取
り
穴
か
ら
檜
皮
な

ど
と
共
伴
し
て
出
土
し
た
。

本
調
査
地
周
辺
は
、
長
岡
京
や
平
安
京
で
は
、
離
宮
と
言
外
官
行
の
立
ち
並

ぶ

一
帯
で
あ
る
。
特
に
条
坊
交
差
点
を
埋
め
立
て
、
四
町
の
区
画
を
つ
く
り
、

そ
の
中
心
に
礎
石
建
物
や

一
〇
尺
単
位
で
割
り
付
け
た
建
物
群
を
配
す
る
あ
り

方
は
、　
一
般
的
な
邸
宅
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
建
物
で
は
、
原
則
的
に
宮
城

に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
鬼
瓦
や
埠
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
宅
地
利
用

者
が
公
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
史
料
に
は
、
長
岡
京
期
後
半

に
初
見
す
る
離
宮
が
四
例
あ
る
。
東
院
、
南
院

（園
）、
猪
隈
院
、
木
蓮
子
院

で
あ
る
。　
一
方
、
平
安
京
に
は
、
左
京
二
条
二
坊
三
―
六
町
に
冷
泉
院
が
あ
り
、

本
宅
地
の
西
を
限
る
東
二
坊
坊
間
西
小
路
は
猪
隈
小
路
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本

宅
地
は

『
日
本
紀
略
』
延
暦

一
一
年

（七
九
一
し
正
月
甲
子
条
に
射
礼
を
行
な

っ
た
と
み
え
る

「猪
限
院
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

一
一　
左
京
三
条
三
坊
人
町

（左
京
第
三
八
七
次
調
査
）

調
査
地
は
、
標
高

一
三

・
七
ｍ
を
測
る
氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
推
定
で
は
二

条
大
路
南
側
溝
を
含
む
左
京
三
条
三
坊
人
町
北
東
端
に
当
た
る
。
調
査
の
結
果
、

推
定
位
置
で
二
条
大
路
南
側
溝
を
確
認
し
た
ほ
か
、
側
溝
内
に
杭
を
打
ち
込
ん

だ
痕
と
、
こ
れ
に
連
な
る
溝
を
検
出
し
た
。
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
七
〇

一
は
、
幅

五

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
五
―
○

・
七
ｍ
を
測
る
一尿
状
の
東
西
溝
で
あ
る
。
埋
土

は
三
層
に
大
別
で
き
、
上
層
が
黒
紫
色
シ
ル
ト
、
中
層
が
黒
灰
―
暗
灰
色
砂
混

じ
リ
シ
ル
ト
、
下
層
が
灰
色
砂
礫
で
あ
る
。
層
相
か
ら
み
て

一
定
の
水
量
を
常

に
も
っ
た
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
地
中
央
に
杭
列
Ｓ
Ｘ
三
人
七
〇
五
ｔ
〇
七

が
設
け
ら
れ
、
人
町
の
宅
地
内
へ
と
分
流
す
る
南
北
溝
に
導
水
し
て
い
た
。

木
簡
は
、
二
条
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
七
〇

一
か
ら
九
点
出
上
し
た
。
五
点

は
南
肩
付
近
の
上
層
か
ら
出
土
し
、
残
り
四
点
は
杭
列
Ｓ
Ｘ
三
人
七
〇
五
付
近

の
中
層
か
ら
出
土
し
た
。
側
溝
の
共
伴
遺
物
に
は
、
長
岡
京
期
の
上
器
類
の
ほ

か
、
瓦
簿
類
、
刀
子
、
人
形
、
斎
串
、
墨
書
人
面
土
器
、
獣
骨
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
五

上
ハ
町

ω

　

「
＜
但
馬
国
出
石
郡
資
母
郷
［許

帯

〆

魚
弟

叫
♂

呻
∞
］
×
牌
『
×
釦
・
９
　
ｏ
∞
μ

上

・
下
端
部
共
に
側
面
ケ
ズ
リ
で
調
整
し
、
や
や
圭
頭
状
を
呈
す
る
。
表

・

裏
両
面
は
ケ
ズ
リ
で
調
整
し
、
下
方
ほ
ど
厚
み
が
増
す
。
左

・
右
側
面
は
割
り

さ
く
。
上
部
の
切
り
込
み
は
上
端
部
か
ら

一
一
ｍｍ
、
下
部
の
切
り
込
み
は
下
端

部
か
ら
二
六
剛
の
位
置
に
刻
む
。
い
ず
れ
も

「
Ｖ
」
字
形

（キ
リ
カ
キ
）。
完
形

の
貢
進
物
付
札
で
あ
る
が
、
墨
が
薄
く
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
文
字

を
確
認
し
た
。
内
陸
部
の
た
め

「魚
」
は
川
魚
か
。
「
五
斗
」
は

「
五
十
」
の

可
能
性
も
あ
る
。

一
一　
左
京
三
条
三
坊
人
町
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左京第387次調査出土木簡



ω
　
。
「内
膳
正
解
申
請
□
×

。
「
　
　

　

　

日
回
　
　
　
　
　
　
　
　
（督
ｙ
Ｓ
）益

ｏ留

②

　

「
＜
黒
米
五
斗
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四ｏ釦×
“
授
∞
霞

①

　

「豊
宗
牛
勝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ］泉
将
撰
∞
露

⑭

　

□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

⑬
　
・　
　
　
　
　
　
　
（
一
墨
」線）
（右
側
面
）

・
同
日
日
日
日
□
　
　
　
一
」
（表
面
）

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
（左
側
面
）

。
　

　

□
　
　
　
一
」
（裏
面
）
　

　

　

　

（震
Ｘ
ｅ
ｘ
⇔
ｏ毬

い
１
い
は
、
東
流
す
る
三
条
大
路
南
側
溝
を
堰
き
止
め
る
南
北
の
杭
列
Ｓ
Ｘ

三
人
七
〇
五
付
近
か
ら
出
土
。
⑬
は
杭
列
よ
り
東
側
の
、
側
溝
の
南
法
面
か
ら

出
土
し
た
。
他
に
墨
痕
の
あ
る
細
片

・
削
暦
四
点
が
伴
出
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
働
か
ら
剖
離
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
は
、
請
求
文
書
木
簡
の
上
部
断
片
で
あ
る
。
上
端
部
は
、
表

・
裏
面
か
ら

削
る
。
左
側
面
は

一
部
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
右
側
面
は
割
れ
。
内
膳
司
は
長

官

（奉
膳
）
が
三
名
の
官
司
で
あ
る
が
、
神
護
景
雲
二
年

（七
六
人
）
二
月
癸
巳

の
勅
に
よ
っ
て
、
高
橋

・
安
曇
の
二
氏
は
奉
膳
、
他
氏
の
長
官
は
正
と
称
し
た

ら
続
日
本
紀
う
。
長
岡
京
期
、
高
橋

・
安
曇
両
氏
が
争
い
、
「奉
膳
正
六
位
上

安
曇
宿
祢
継
成
」
が
佐
渡
配
流
と
な
っ
た
事
件
が

『本
朝
月
令
』
所
引

「高
橋

氏
文
」
や

『類
飛
国
史
』
巻
八
七
延
暦

一
一
年
三
月
壬
申
条
で
知
ら
れ
て
い
る
。

二
条
大
路
南
側
溝
は
長
岡
京
期
よ
り
新
し
い
土
器
を
含
ま
な
い
の
で
、
廷
暦

一

三
年
の
廃
都
時
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
い
は
、
長

岡
京
で
の
他
氏
の
内
膳
司
長
官

（正
）
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

木
簡
は
官
職
名
で
上
申
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

②
は
、
ほ
ぼ
完
形
の
物
品
付
札
。
上

。
下
端
共
に
側
面
ケ
ズ
リ
で
調
整
す
る
。

表
面
を
ケ
ズ
リ
で
調
整
し
、
裏
面
は
未
調
整
。
切
り
込
み
は

「
∨
」
字
形

（キ

リ
ガ
キ
）
で
は
な
く
、
台
形

（キ
リ
オ
ト
とヽ

を
呈
す
る
。

０
は
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
人
名
の
付
札
木
簡
。
上
端
部
は
表
面
に
キ
リ
ロ

を
入
れ
て
裏
面
へ
折
る
キ
リ

・
オ
リ
技
法
。
豊
宗
氏
は

『
日
本
後
紀
』
大
同
三

年

（八
〇
八
）

一
〇
月
己
酉
条
初
見
の
主
税
頭
兼
大
外
記
従
五
位
下
豊
宗
宿
祢

広
人
が
知
ら
れ
る
。
長
岡
京
木
簡
で

「豊
宗
」
は
二
例
の
出
土
が
あ
り
、
何
れ

も
人
名
付
札
と
思
わ
れ
る

（『長
岡
京
木
簡
一
匡
五
六
二
、　
一
五
九
九
号
）。

⑬
は
、
下
部
を
削
っ
て
や
や
尖
ら
せ
る
棒
状
の
も
の
。
上
部
は
需
状
に
損
耗

す
る
。
表

・
裏
面
に
墨
が
あ
る
が
文
字
か
否
か
は
不
明
。
下
端
部
か
ら
二
〇
ｍｍ

の
位
置
に
墨
線
を
回
す
。

（
釈一
文
中
鵬
猛
期
ゴ
ニ
　
國
下
多
美
樹
）
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汁

＋

北京極大F4

北一粂条側南小路

封ヒー条大路

一条条問北小路

一条条間大路

―条条日前小路

一条大路

二条条間北小路

二条条間大路

二乗条F9H宙小Fa

二条大 PII

三条条固北小路

三条条問小購

三条条 1彗I前小Pl

三条大路

四条条 Fgi北小路

四条条倒小路

四余条Tal宙小路

四条大路

工条条問北小IS

五条条間小路

五条条間前小y3

五条大路

六条条円北小,F

六条条間小V4

六条条問南小 ,こ

六条大路

ヒ条条聞北小V`

L‐ 条条円小路

ヒ条条問両小,I

七粂大路

人条条間北小VI

,(条 粂問小路

人条条間南小】1

人条大路

九条条間北小

'と九条条固小路

九条条問 FT ttPI

九条大路

霞国国
国霞国

避
瑚
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マ
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坊
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東
小
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